
一
　
前
書
き

　

現
在
の
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
の
直
接
的
な
基
礎
は
、
一
九
二
四
年
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
に
お
け
る
中
央
ア
ジ
ア
の
民
族
別
再
編
の
結

果
、
イ
ラ
ン
系
タ
ジ
ク
（
タ
ジ
ク
民
族
）
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
タ
ジ
ク
自
治
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
で
あ
る
。
同
共
和
国
は
、

一
九
二
九
年
に
、
ウ
ズ
ベ
ク
・
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
と
タ
ジ
ク
・
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
と
に
分
割
さ
れ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
崩
壊
ま
で
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
を
構
成
し
て
い
た
。
後
者
は
、
一
九
九
〇
年
に
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
と
し
て

主
権
宣
言
を
行
な
い
、
一
九
九
一
年
九
月
九
日
に
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
か
ら
の
独
立
が
宣
言
さ
れ
た
が
、
同
年
一
二
月
二
一
日
、
バ
ル
ト

三
国
を
除
く
旧
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
構
成
国
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
独
立
国
家
共
同
体
の
一
員
と
な
り
、
継
続
し
て
、
ロ
シ
ア
連
邦
か
ら
の

影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
。
そ
の
後
、
共
産
党
系
政
府
と
イ
ス
ラ
ム
系
反
政
府
勢
力
と
の
間
の
内
戦
を
経
て
、
一
九
九
四
年
一
一
月
六

日
に
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
憲
法
が
成
立
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
（Bergm

ann/Ferid/H
enrich, Internationales Ehe- und 

K
indschaftsrecht, T

adschikistan, 152. Lieferung, 2003, S.4f.

等
参
照
）。
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前
述
の
よ
う
に
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
が
独
立
国
家
共
同
体
の
構
成
国
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
現
行
立
法
も
、
基
本
的
に
、
同

共
同
体
の
モ
デ
ル
法
に
倣
っ
て
い
る
。
独
立
国
家
共
同
体
を
構
成
す
る
諸
共
和
国
の
国
際
私
法
に
つ
い
て
は
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
時
代

か
ら
、
民
法
典
と
家
族
法
と
を
分
離
独
立
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中
に
国
際
私
法
規
定
を
置
く
形
式
が
伝
統
的
に
採
用
さ
れ
て
い
た
が
、

現
在
も
、
多
く
の
共
同
体
構
成
諸
国
に
お
け
る
立
法
形
式
が
そ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
。
し
か
し
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
に
つ
い
て
見

れ
ば
、
一
九
九
九
年
及
び
二
〇
〇
〇
年
の
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
民
法
典
中
に
は
、
国
際
私
法
規
定
は
置
か
れ
て
い
な
い
。
同
じ
く
中

央
ア
ジ
ア
圏
諸
国
に
お
い
て
は
、
一
九
九
八
年
の
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
共
和
国
民
法
典
も
同
様
に
国
際
私
法
規
定
を
含
ん
で
お
ら
ず
、

そ
れ
は
専
ら
家
族
法
典
に
の
み
置
か
れ
て
い
る
（H

ilm
ar K

rüger, D
as K

ollisionsrecht der Republik K
irgisistan, Praxis des In-

ternationalen Privat- und V
erfahrensrechts 2004, S.270.

）。

　

同
一
の
モ
デ
ル
法
を
基
本
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
独
立
国
家
共
同
体
を
構
成
す
る
諸
国
の
法
典
は
、
凡
ね
、
同
様
で
あ
る
が
、
国

際
私
法
に
つ
い
て
見
て
も
、
内
容
的
に
類
似
し
て
い
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
構
成
国

に
は
自
主
的
な
立
法
権
限
が
あ
る
た
め
、
仔
細
に
見
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
典
は
正
確
に
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
非
公

式
な
加
盟
国
で
は
あ
る
が
、
二
〇
〇
五
年
六
月
二
三
日
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
和
国
国
際
私
法
は
、
形
式
的
に
も
、
総
則
、
人
事
法
、
財
産

法
、
家
族
法
に
関
す
る
単
一
の
独
立
し
た
包
括
的
な
法
典
で
あ
り
（
拙
稿
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
際
私
法
の
法
典
化
に
つ
い
て
」
東
洋
法
学
五
五

巻
三
号
一
三
一
頁
以
下
）、
ま
た
、
独
立
国
家
共
同
体
脱
退
前
の
一
九
九
八
年
五
月
二
〇
日
の
グ
ル
ジ
ア
共
和
国
国
際
私
法
も
同
様
で
あ

る
（Bergm
ann/Ferid/H

enrich, Internationales Ehe- und K
indschaftsrecht, Georgien, 139. Lieferung, 2000, S.27f.

参
照
）。
そ

の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
家
族
典
中
の
国
際
私
法
規
定
に
つ
い
て
も
、
そ
の
内
容
を
正
確
に
把
握
す
る
た
め
、
そ

の
邦
訳
を
試
み
る
こ
と
と
し
た
。

　

尚
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
家
族
法
典
中
に
は
国
際
養
子
縁
組
法
に
関
す
る
規
定
は
置
か
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
僅
か
な
が
ら
、
同
法
典
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第
一
二
五
条
第
一
項
に
は
、
養
子
縁
組
は
、
養
子
が
未
成
年
者
で
あ
る
場
合
の
み
認
め
ら
れ
る
と
す
る
規
定
が
置
か
れ
て
お
り
、
決
し

て
、
養
子
縁
組
を
制
度
的
に
認
め
て
い
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

　

因
み
に
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
と
同
様
に
、
モ
デ
ル
法
に
倣
っ
て
い
る
家
族
法
典
と
し
て
、
例
え
ば
、
ロ
シ
ア
家
族
法
典
（
一
九
九
五
年

一
二
月
八
日
）
は
、
国
際
養
子
縁
組
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
に
、
か
な
り
詳
細
な
規
定
を
置
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
六
五
条
第

一
項
は
、「
外
国
国
民
又
は
無
国
籍
者
に
よ
っ
て
ロ
シ
ア
の
領
域
に
お
い
て
行
な
わ
れ
た
ロ
シ
ア
国
籍
を
保
有
す
る
子
の
養
子
縁
組
並

び
に
そ
の
解
消
は
、
養
子
縁
組
又
は
そ
の
解
消
の
た
め
の
申
立
て
の
当
時
、
養
親
が
国
籍
を
保
有
す
る
国
家
の
法
律
（
無
国
籍
者
に
よ

る
子
の
養
子
縁
組
の
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
者
が
そ
の
住
所
を
有
す
る
国
家
の
法
律
）
に
服
す
る
。」（
同
第
一
段
）、「
外
国
国
民
又

は
無
国
籍
者
に
よ
っ
て
ロ
シ
ア
の
領
域
に
お
い
て
ロ
シ
ア
国
籍
の
子
の
養
子
縁
組
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、
本
法
典
第
一
二
四
条
な

い
し
第
一
二
六
条
及
び
第
一
二
九
条
な
い
し
第
一
三
二
条
の
諸
規
定
が
遵
守
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」（
同
第
二
段
）、「
ロ
シ
ア
国

民
に
よ
っ
て
ロ
シ
ア
の
領
域
に
お
い
て
外
国
国
籍
の
子
の
養
子
縁
組
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、
子
の
法
定
代
理
人
の
同
意
、
及
び
、

子
が
国
籍
を
保
有
す
る
国
家
の
権
限
を
有
す
る
機
関
の
同
意
、
並
び
に
、
子
の
同
意
の
要
件
が
同
国
の
立
法
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
る
と

き
は
、
そ
れ
が
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。」（
同
第
三
段
）
と
し
、
又
、
同
条
第
二
項
は
、「
養
子
縁
組
の
結
果
、
ロ
シ
ア
の
立
法
及

び
国
際
条
約
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
子
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
る
危
険
に
晒
さ
れ
る
場
合
に
は
、
養
親
の
国
籍
に
拘
わ
ら
ず
、
養
子
縁
組

は
同
意
さ
れ
て
は
な
ら
ず
、
又
、
す
で
に
行
な
わ
れ
た
養
子
縁
組
は
裁
判
所
に
よ
っ
て
無
効
と
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と

し
、
そ
し
て
、
同
条
第
三
項
は
、「
ロ
シ
ア
国
籍
を
保
有
し
、
か
つ
、
ロ
シ
ア
の
領
域
外
に
居
住
す
る
子
の
養
子
縁
組
で
あ
っ
て
、
養

親
が
国
籍
を
保
有
す
る
外
国
の
権
限
を
有
す
る
機
関
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
た
も
の
は
、
子
又
は
そ
の
両
親
（
そ
れ
ら
の
者
の
中
の
一

方
）
が
外
国
へ
の
出
発
前
に
居
住
し
て
い
た
ロ
シ
ア
の
領
域
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
行
政
区
域
の
行
政
部
の
権
限
を
有
す
る
機
関
の
同
意

を
条
件
と
し
て
、
ロ
シ
ア
に
お
い
て
承
認
さ
れ
る
。」
と
定
め
て
い
る
（
拙
稿
「
ロ
シ
ア
国
際
私
法
の
改
正
と
そ
の
特
質
に
つ
い
て
」
比
較
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法
三
五
号
一
六
三
頁
以
下
）。
そ
の
他
に
も
、
例
え
ば
、
同
じ
く
中
央
ア
ジ
ア
諸
国
を
構
成
し
て
い
る
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国
の
家
族
法

典
（
一
九
九
八
年
一
二
月
一
七
日
成
立
）
第
二
〇
九
条
第
一
項
な
い
し
第
六
項
の
諸
規
定
も
、
右
ロ
シ
ア
家
族
法
典
中
の
諸
規
定
と
ほ
ぼ

同
様
の
内
容
を
有
し
て
お
り
（
拙
稿
「
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
新
し
い
国
際
私
法
」
東
洋
法
学
四
六
巻
二
号
一
二
一
頁
以
下
）、
更
に
は
、
コ
ー
カ

サ
ス
地
方
の
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
の
家
族
法
（
二
〇
〇
〇
年
六
月
一
日
施
行
）
第
一
五
五
条
第
一
項
な
い
し
第
五
項
の
諸
規
定
も

ま
た
、
ほ
ぼ
同
様
の
内
容
を
有
し
て
い
る
（
拙
稿
「
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
の
国
際
私
法
立
法
―
「
国
際
私
法
に
関
す
る
法
律
」
及
び

「
家
族
法
典
」
中
の
国
際
私
法
規
定
―
」
東
洋
法
学
五
一
巻
二
号
八
五
頁
以
下
）。

　

か
よ
う
に
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
の
国
際
私
法
立
法
に
お
い
て
は
、
今
日
に
お
け
る
渉
外
私
法
関
係
を
規
律
す
る
た
め
に
必
要
な

抵
触
規
定
が
充
分
に
整
備
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
ず
、
中
央
ア
ジ
ア
諸
国
の
中
に
あ
っ
て
も
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
共
和
国
の
そ
れ
と

共
に
、
一
歩
立
ち
遅
れ
た
の
感
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
ま
た
、
形
式
的
な
面
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
内
容
に
お
い
て
も
、

い
わ
ゆ
る
一
方
的
抵
触
規
定
が
多
く
採
用
さ
れ
て
お
り
、
国
際
私
法
立
法
の
現
代
的
趨
勢
か
ら
の
乖
離
は
明
ら
か
で
あ
る
。
今
後
に
お

け
る
立
法
作
業
の
動
向
が
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
　
邦
訳

　

以
下
は
、
一
九
九
八
年
一
一
月
一
三
日
に
成
立
し
、
同
年
一
二
月
二
三
日
に
公
布
と
同
時
に
施
行
さ
れ
た
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
家

族
法
典
中
の
国
際
私
法
規
定
で
あ
る
。
邦
訳
に
際
し
て
依
拠
し
た
の
は
、Bergm

ann/Ferid/H
enrich, a. a. O

., S.75ff. 

の
独
語
訳

で
あ
る
。
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タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
家
族
法
典
（
一
九
九
八
年
一
一
月
一
三
日
成
立
、
同
年
一
二
月
二
三
日
公
布
・
施
行
）

第
八
章
　
外
国
国
民
及
び
無
国
籍
者
が
当
事
者
で
あ
る
家
族
法
関
係
へ
の
家
族
法
立
法
の
適
用

　
第
二
二
節
　
外
国
国
民
及
び
無
国
籍
者
の
婚
姻
及
び
家
族
に
関
す
る
家
族
法
立
法
の
適
用

第
一
六
七
条　

タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
の
領
域
に
お
け
る
婚
姻
の
挙
行

一　

タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
の
領
域
に
お
け
る
婚
姻
の
挙
行
の
方
式
及
び
手
続
き
は
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
の
立
法
に
依
っ
て
決
定

さ
れ
る
。

二　

タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
の
領
域
に
お
け
る
婚
姻
の
挙
行
の
要
件
は
、
各
人
に
つ
き
、
婚
姻
に
対
す
る
障
害
に
関
す
る
本
法
典
第

一
四
条
の
規
定
の
遵
守
の
下
に
、
婚
姻
挙
行
の
当
時
に
お
け
る
各
人
の
本
国
法
に
依
っ
て
確
定
さ
れ
る
。

三　

何
れ
か
の
者
が
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
国
籍
と
同
時
に
他
の
何
れ
か
の
外
国
の
国
籍
を
保
有
す
る
と
き
、
婚
姻
の
要
件
へ
は
タ
ジ

キ
ス
タ
ン
共
和
国
の
立
法
が
適
用
さ
れ
る
。
何
れ
か
の
者
が
複
数
の
国
籍
を
保
有
す
る
と
き
、
そ
の
者
の
選
択
に
従
い
、
そ
れ
ら
の

国
家
の
中
の
何
れ
か
の
立
法
が
適
用
さ
れ
る
。

四　

無
国
籍
者
に
よ
る
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
の
領
域
に
お
け
る
婚
姻
の
挙
行
の
要
件
は
、
そ
の
者
が
そ
の
平
常
の
居
所
を
有
す
る
国

家
の
立
法
に
依
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

第
一
六
八
条　

大
使
館
及
び
領
事
館
に
お
け
る
婚
姻
の
挙
行

一　

タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
の
領
域
外
に
居
住
す
る
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
国
民
の
間
の
婚
姻
は
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
の
大
使
館

及
び
領
事
館
に
お
い
て
挙
行
さ
れ
る
。

二　

タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
の
領
域
に
お
け
る
外
国
の
大
使
館
及
び
領
事
館
に
お
い
て
挙
行
さ
れ
た
外
国
国
民
の
間
の
婚
姻
は
、
当
事
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者
が
、
婚
姻
挙
行
の
当
時
、
大
使
又
は
領
事
を
派
遣
し
た
外
国
の
国
民
で
あ
っ
た
と
き
、
相
互
主
義
の
条
件
の
下
に
、
タ
ジ
キ
ス
タ

ン
共
和
国
に
お
い
て
有
効
な
も
の
と
し
て
承
認
さ
れ
る
。

第
一
六
九
条　

タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
の
領
域
外
に
お
い
て
挙
行
さ
れ
た
婚
姻
の
承
認

一　

タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
の
領
域
外
に
お
い
て
挙
行
地
国
の
立
法
の
遵
守
の
下
に
挙
行
さ
れ
た
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
国
民
の
間
の

婚
姻
、
及
び
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
国
民
と
外
国
国
民
又
は
無
国
籍
者
と
の
間
の
婚
姻
は
、
本
法
典
第
一
四
条
に
依
っ
て
定
め
ら

れ
た
障
碍
が
存
在
し
な
い
と
き
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
に
お
い
て
有
効
な
も
の
と
し
て
承
認
さ
れ
る
。

二　

タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
の
領
域
外
に
お
い
て
挙
行
地
国
の
立
法
の
遵
守
の
下
に
挙
行
さ
れ
た
外
国
国
民
の
間
の
婚
姻
は
、
タ
ジ
キ

ス
タ
ン
共
和
国
に
お
い
て
有
効
な
も
の
と
し
て
承
認
さ
れ
る
。

第
一
七
〇
条　

婚
姻
の
無
効

　

婚
姻
の
無
効
は
、
本
法
典
第
一
六
七
条
及
び
一
六
九
条
に
依
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

第
一
七
一
条　

離
婚

一　

タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
の
領
域
に
お
け
る
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
国
民
と
外
国
国
民
又
は
無
国
籍
者
と
の
間
の
離
婚
、
及
び
、
外

国
国
民
の
間
の
離
婚
は
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
の
立
法
に
従
っ
て
行
な
わ
れ
る
。

二　

タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
の
領
域
外
に
居
住
す
る
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
国
民
は
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
の
領
域
外
に
居
住
す
る

そ
の
配
偶
者
の
国
籍
が
何
れ
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
も
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
裁
判
所
に
よ
っ
て
そ
の
者
と
の
婚
姻
を
解
消
さ
せ
る

権
利
を
有
す
る
。
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
の
立
法
に
従
い
、
離
婚
が
身
分
登
録
所
に
お
い
て
取
得
さ
れ
る
と
き
、
婚
姻
は
タ
ジ
キ
ス

タ
ン
共
和
国
の
大
使
館
又
は
領
事
館
に
お
い
て
解
消
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

三　

タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
国
民
と
外
国
国
民
又
は
無
国
籍
者
と
の
間
の
離
婚
は
、
そ
れ
が
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
の
領
域
外
に
お
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い
て
、
当
該
国
家
機
関
の
権
限
に
関
す
る
法
律
に
従
い
、
離
婚
に
関
し
て
有
効
な
立
法
に
従
っ
て
言
い
渡
さ
れ
て
い
る
と
き
、
タ
ジ

キ
ス
タ
ン
共
和
国
に
お
い
て
有
効
な
も
の
と
し
て
承
認
さ
れ
る
。

四　

外
国
国
民
の
間
の
離
婚
は
、
そ
れ
が
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
の
領
域
外
に
お
い
て
、
当
該
国
家
機
関
の
権
限
に
関
す
る
法
律
に

従
い
、
離
婚
に
関
し
て
有
効
な
立
法
に
従
っ
て
言
い
渡
さ
れ
て
い
る
と
き
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
に
お
い
て
有
効
な
も
の
と
し
て

承
認
さ
れ
る
。

第
一
七
二
条　

夫
婦
の
身
分
的
権
利
義
務
及
び
財
産
的
権
利
義
務

一　

夫
婦
の
身
分
的
権
利
義
務
及
び
財
産
的
権
利
義
務
は
、
夫
婦
が
そ
の
共
通
住
所
を
有
す
る
国
家
の
立
法
、
又
は
、
共
通
住
所
が
な

い
と
き
は
、
そ
れ
ら
の
者
が
そ
の
最
後
の
共
通
住
所
を
有
し
た
国
家
の
立
法
に
従
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
共
通
住
所
を
有
し
な
い
夫
婦

の
身
分
的
権
利
義
務
及
び
財
産
的
権
利
義
務
は
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
の
領
域
に
お
い
て
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
の
立
法
に

従
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

二　

同
一
国
籍
も
共
通
住
所
も
有
し
な
い
夫
婦
は
、
婚
姻
契
約
又
は
相
互
扶
養
料
給
付
契
約
の
締
結
の
際
、
そ
れ
ら
の
者
の
婚
姻
契
約

又
は
扶
養
料
給
付
契
約
に
よ
る
権
利
及
び
義
務
へ
適
用
さ
れ
る
立
法
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
婚
姻
契
約
又
は
相
互
扶
養
料
給

付
契
約
に
お
い
て
夫
婦
の
合
意
が
な
い
と
き
は
、
本
条
第
一
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
。

第
一
七
三
条　

父
子
関
係
（
母
子
関
係
）
の
確
定
及
び
否
認

一　

父
子
関
係
（
母
子
関
係
）
の
確
定
及
び
否
認
は
、
子
の
出
生
の
当
時
に
お
け
る
そ
の
本
国
法
に
依
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

二　

タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
の
領
域
に
お
け
る
父
子
関
係
（
母
子
関
係
）
の
確
定
及
び
否
認
の
手
続
き
は
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
法

に
服
す
る
。
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
の
立
法
に
従
い
、
父
子
関
係
（
母
子
関
係
）
が
身
分
登
録
所
に
お
い
て
確
定
さ
れ
る
こ
と
が
で

き
る
場
合
に
は
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
の
領
域
外
に
居
住
す
る
子
の
両
親
は
、
そ
れ
ら
の
者
の
少
な
く
と
も
一
方
が
タ
ジ
キ
ス
タ
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ン
共
和
国
国
民
で
あ
る
と
き
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
の
大
使
館
及
び
領
事
館
へ
父
子
関
係
（
母
子
関
係
）
の
確
定
を
申
し
立
て
る

権
利
を
有
す
る
。

第
一
七
四
条　

両
親
及
び
子
の
権
利
及
び
義
務

　

両
親
及
び
子
の
権
利
及
び
義
務
は
、
両
親
の
そ
の
子
に
対
す
る
扶
養
義
務
を
含
め
、
そ
れ
ら
の
者
が
そ
の
共
通
住
所
を
有
す
る
国
家

の
立
法
に
従
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
子
と
両
親
と
の
共
通
住
所
が
な
い
と
き
、
そ
れ
ら
の
者
の
権
利
及
び
義
務
は
、
子
が
国
民
で
あ
る
国

家
の
立
法
に
従
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
両
親
と
子
と
の
間
の
扶
養
義
務
及
び
そ
の
他
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
原
告
の
要
求
に
対
し
、
子
が

平
常
的
に
居
住
す
る
国
家
の
立
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
七
五
条　

成
年
た
る
子
及
び
他
の
家
族
構
成
員
の
扶
養
義
務

　

成
年
た
る
子
の
そ
の
両
親
に
対
す
る
扶
養
義
務
、
及
び
、
他
の
家
族
構
成
員
の
扶
養
義
務
は
、
そ
れ
ら
の
者
が
そ
の
共
通
住
所
を
有

す
る
国
家
の
立
法
に
従
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
共
通
住
所
が
な
い
と
き
、
そ
れ
ら
の
義
務
は
、
扶
養
料
の
受
取
り
に
つ
い
て
請
求
を
提
起

す
る
者
が
国
民
で
あ
る
国
家
の
立
法
に
従
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

第
一
七
六
条　

外
国
家
族
法
規
定
の
内
容
の
確
定

一　

外
国
家
族
法
規
定
の
適
用
に
際
し
て
、
裁
判
所
、
身
分
行
為
登
録
機
関
又
は
そ
の
他
の
機
関
は
、
当
該
外
国
に
お
け
る
そ
の
有
権

解
釈
、
適
用
の
実
践
及
び
学
説
に
従
い
、
当
該
規
定
の
内
容
を
確
定
す
る
。

　
　

外
国
家
族
法
規
定
の
内
容
を
確
定
す
る
た
め
、
裁
判
所
、
身
分
行
為
登
録
機
関
又
は
そ
の
他
の
機
関
は
、
定
め
ら
れ
た
手
続
き
に

従
い
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
法
務
省
及
び
他
の
権
限
を
有
す
る
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
機
関
に
援
助
及
び
解
釈
を
求
め
る
か
、
又

は
、
専
門
家
に
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

利
害
関
係
者
は
、
そ
の
者
が
そ
の
請
求
又
は
異
議
の
申
立
て
の
根
拠
の
た
め
に
援
用
す
る
外
国
家
族
法
規
定
の
内
容
を
証
明
す
る
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書
類
を
提
出
す
る
か
、
又
は
、
裁
判
所
、
身
分
行
為
登
録
機
関
及
び
そ
の
他
の
機
関
に
対
し
、
他
の
方
法
を
も
っ
て
外
国
家
族
法
規

定
の
内
容
の
確
定
を
補
助
す
る
権
利
を
有
す
る
。

二　

外
国
家
族
法
規
定
の
内
容
が
、
本
条
第
一
項
に
従
っ
て
利
用
さ
れ
た
手
段
に
も
拘
わ
ら
ず
確
定
さ
れ
な
い
と
き
は
、
タ
ジ
キ
ス
タ

ン
共
和
国
の
法
律
が
適
用
さ
れ
る
。

第
一
七
七
条　

外
国
家
族
法
の
適
用
の
制
限

　

外
国
家
族
法
は
、
そ
の
適
用
が
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
の
法
秩
序
上
の
原
則
（
公
の
秩
序
）
に
反
す
る
場
合
に
お
い
て
は
適
用
さ
れ

な
い
。
そ
の
場
合
に
お
い
て
は
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
の
立
法
が
適
用
さ
れ
る
。

�

―
か
さ
は
ら　

と
し
ひ
ろ
・
法
学
部
教
授
―
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